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第 29 回 揖保川流域委員会 審議結果速報 

■ 日時：平成 25年 6月 18日（火）15:00～17:00 
■ 場所：たつの市青少年館ホール 
 
【委員会の主な内容】 

河川管理者より、「揖保川水系河川整備計画（原案）」に対する委員意見や住民意見及び

意見への対応について報告が行われた。また、「揖保川水系河川整備計画（案）」の内容に

ついて説明が行われ、委員から意見を頂いた。 
「揖保川水系河川整備計画（案）」は、基本的には了承された。 
 
【意見および質疑応答（揖保川水系河川整備計画（案）について）】 

主な内容は以下のとおりです。（以下 委員：委員発言 管理者：河川管理者発言） 

委員 ：整備を実施していくにあたり、揖保川らしい景観、生き物といったものを十分

に理解し、河川管理者、地元の方々が協力して、河川整備に携わっていただき

たい。 

委員 ：整備計画（案）を具体的にどう実行していくかが課題である。フォローアップ

をどうするか。 

管理者 ：畳堤に代表される防災意識の高さなど、その思想は整備計画の中でも大事にし

たい。その思想が風化しないようにフォローアップなどでやってまいります。 

委員 ：山の管理者と川の管理者が協働していかないと解決しないこともある。対話は

絶やさないようにしていただきたい。 

委員 ：整備計画（案）は、これまで議論してきた具体的な整備箇所の話が省略され、

概論的なものになっていないか。委員会で出た意見をまとめたものを整備計画

の中に入れて、それをチェックできる形にしていただけたらと思う。 

委員 ：整備計画の中に書きすぎることにも懸念がある。議事の要約は残っていると思

うので、今後生きてくるのではないか。 

管理者 ：流域委員会の資料と議事録を整理したものは保存・保管しており、今後の計画・

工事にも反映していきます。 

委員 ：まちづくりと一体化した川の整備ということを、全国の他河川の事例を参考に

して書かれてはどうか。 

管理者 ：書きすぎると、河川は自然公物なので、その変化に対応できない。議論いただ

いた内容を踏まえ大きな考えを頭に入れて、工事では個別に具体の対応を行っ

てまいりたい。今後のフォローアップでもご意見をいただきたいと思っていま

す。 
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委員 ：整備計画（案）p20 の「アイヌハンミュウ」は「アイヌハンミョウ」の間違い
なので修正すること。 

委員 ：整備計画（案）p34 の河口干潟の箇所は植物個体と植物群落に混乱があるので
修正をお願いしたい。 

委員 ：外来種の問題は、侵入すると対策は難しいので、早めの対処が必要である。住

民と連携して啓発を行い、必要に応じて駆除するという理解で良いか。 

管理者 ：現場でパトロールをしており、外来種を発見した場合は駆除しています。住民

との連携については、今後手当てに努めます。 

委員 ：外来種については、ぜひ、専門家・住民と連携しながら、植物の重要種保全を

図ってほしい。フォローアップが重要な機能を示すと思う。 

委員 ：フォローアップに関して、関係自治体との連携の現状、今後の目標に関わる記

述があった方が良い。 

委員 ：今後関係自治体の意見も反映されていくので、そこで関係自治体が入ってくる

と理解すれば良いと思う。整備計画（案）としての書きぶりはこれでベストで

はないか。 
 
【今後の予定】 

管理者 ：今委員会をもって揖保川流域員会の審議は終了した。今後、「揖保川水系河川整

備計画（案）（国管理区間）」として、兵庫県知事に意見照会を行ってまいりま

す。 
 

以 上 
 


